
　

北

海

道

大

学

大

学

院

工

学

研

究

院

の

住

吉

孝

教

授

よ

り

「

基

礎

か

ら

学

ぶ

放

射

線

」

の

講

演

が

あ

っ

た

。

現

在

、

学

校

に

配

布

さ

れ

て

い

る

副

読

本

を

も

と

に

、

放

射

線

の

歴

史

、

放

射

線

の

種

類

と

性

質

に

つ

い

て

の

講

義

が

あ

っ

た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｘ

線

や

γ

線

は

発

生

源

の

違

い

や

持

っ

て

い

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

異

な

る

が

同

じ

電

磁

波

で

あ

る

こ

と

。

　

　

　

α

・

β

線

・

中

性

子

線

は

、

電

子

、

陽

子

・

中

性

子

と

い

っ

た

粒

子

で

あ

る

と

説

明

が

あ

っ

た

。

　

　

　

　

　

　

放

射

線

の

透

過

性

の

説

明

で

は

、

電

磁

波

で

あ

る

Ｘ

線

・

γ

線

は

重

い

物

質

（

鉛

な

ど

）

で

な

け

れ

ば

な

か

な

か

遮

る

こ

と

が

で

き

な

い

が

、

粒

子

で

あ

る

α

・

β

線

は

、

紙

や

ア

ル

ミ

な

ど

で

遮

る

こ

と

が

で

き

る

。

中

性

子

は

原

子

に

あ

た

っ

て

も

質

量

差

が

あ

る

と

跳

ね

返

さ

れ

止

ま

ら

な

い

こ

と

が

多

い

の

で

、

同

じ

質

量

の

元

素

（

水

素

）

が

多

い

水

が

効

果

的

と

の

説

明

が

あ

っ

た

。

　

　

引

き

続

き

行

わ

れ

た

、

放

射

線

の

測

定

に

関

す

る

講

義

で

は

、

マ

ン

ト

ル

や

肥

料

、

昆

布

、

米

な

ど

の

測

定

試

料

を

用

い

て

実

演

し

な

が

ら

の

説

明

で

あ

っ

た

。

　

　

す

べ

て

の

放

射

線

に

万

能

な

測

定

器

は

な

く

、

放

射

線

の

種

類

に

よ

っ

て

計

測

器

が

異

な

る

こ

と

を

理

解

で

き

た

。

　

ま

た

、

私

た

ち

の

周

辺

に

は

、

多

く

の

放

射

線

が

存

在

し

、

そ

の

中

で

も

カ

リ

ウ

ム

は

身

体

に

も

含

ま

れ

る

ほ

か

植

物

、

肥

料

、

ほ

う

じ

茶

、

海

藻

な

ど

様

々

な

物

質

に

含

ま

れ

て

い

る

こ

と

が

よ

く

わ

か

る

講

義

で

あ

っ

た

。

　

放

射

線

の

中

学

校

で

の

授

業

実

践

に

つ

い

て

発

表

が

あ

っ

た

。

ま

ず

授

業

で

扱

う

資

料

の

出

典

を

紹

介

し

、

「

こ

れ

か

ら

行

う

授

業

を

基

に

し

て

、

あ

と

は

自

分

た

ち

で

考

え

、

判

断

し

て

ほ

し

い

」

と

生

徒

に

説

明

。

授

業

は

福

島

第

一

原

子

力

発

電

所

か

ら

は

じ

ま

り

、

放

射

線

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

、

札

幌

と

福

島

の

放

射

線

量

の

比

較

、

放

射

線

に

よ

る

Ｄ

Ｎ

Ａ

損

傷

や

活

性

酸

素

の

増

加

な

ど

を

説

明

す

る

と

共

に

、

害

虫

駆

除

な

ど

の

利

点

が

あ

る

こ

と

を

教

え

た

。

　

　

　

　

　

　

　

「

先

生

も

み

な

さ

ん

と

一

緒

に

勉

強

し

考

え

る

」

と

い

う

ス

タ

ン

ス

で

授

業

を

行

っ

た

と

の

報

告

で

あ

っ

た

。

　

広

報

部

榎

並

副

部

長

の

指

導

及

び

住

吉

教

授

の

も

と

放

射

線

測

定

の

実

習

が

行

わ

れ

た

。

放

射

線

を

見

る

で

は

、

簡

易

霧

箱

を

参

加

者

自

ら

作

成

し

て

放

射

線

の

軌

跡

を

観

察

し

た

。

　

ま

た

、

測

る

・

遮

る

で

は

、

住

吉

教

授

が

実

演

し

た

試

料

を

参

加

者

体

験

測

定

し

た

。

参

加

者

か

ら

は

、

放

射

線

の

基

礎

知

識

が

習

得

で

き

た

。

講

義

と

演

習

を

組

み

合

わ

せ

た

体

験

型

の

研

修

は

基

礎

を

学

ぶ

上

で

効

果

的

で

あ

っ

た

な

ど

の

声

が

聞

か

れ

た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

最

後

に

住

吉

教

授

か

ら

は

、

放

射

線

は

身

近

に

存

在

し

、

ジ

ャ

ガ

イ

モ

の

芽

止

め

、

手

術

器

具

の

殺

菌

等

多

く

の

分

野

に

利

用

さ

れ

て

い

る

な

ど

有

益

な

側

面

も

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

。

「

学

校

は

正

し

い

知

識

を

教

え

る

場

で

あ

っ

て

ほ

し

い

。

感

情

だ

け

で

は

な

く

、

き

ち

ん

と

議

論

が

で

き

る

社

会

で

あ

っ

て

ほ

し

い

。

正

し

い

知

識

を

持

ち

、

放

射

線

を

侮

ら

ず

、

ま

た

過

度

に

怖

が

っ

て

も

い

け

な

い

」

と

締

め

く

く

っ

た

。
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二

月

十

六

日

（

土

）

、

ラ

イ

フ

ォ

ー

ト

札

幌

に

て

全

体

研

修

会

が

開

催

さ

れ

た

。

四

十

一

名

が

参

加

し

、

現

在

、

新

し

く

新

学

習

指

導

要

領

で

扱

っ

て

い

る

「

放

射

線

」

の

基

礎

知

識

に

つ

い

て

、

講

演

や

実

験

・

演

習

を

通

し

て

、

指

導

者

の

立

場

か

ら

の

研

修

を

深

め

た

。

住吉　孝先生(北海道大学)の講義

山岸陽一先生の(真栄中)の実践発表

霧箱による放射線の観察

山

岸

陽

一

先

生(

真

栄

中)

授

業

実

践

測

定

実

習

北海道エネルギー環境教育研究委員会会報
ひ　ろ　ば

第28号 平成25年3月22日

第5回全道大会のご案内

日時　平成25年11月8日(金),9日(土)

場所　8日　札幌市立発寒南小学校

　　　9日　ホテルライフォート札幌

授業　小学校、中学校、高等学校

教科　理科、社会科、総合、

　　　技術・家庭科、道徳、物理他

みなさまのご参加をお待ちしています。



　

研

究

部

会

、

髙

橋

伸

充

先

生

（

平

岸

中

）

よ

り

、

第

四

回

全

道

大

会

の

各

授

業

公

開

の

ま

と

め

が

報

告

さ

れ

た

。

○

有

効

な

教

材

・

教

具

の

活

用

、

○

各

教

科

の

横

断

的

な

授

業

、

○

小

中

高

の

縦

断

的

な

授

業

、

以

上

三

つ

の

視

点

を

意

識

し

た

公

開

授

業

の

成

果

が

報

告

さ

れ

た

。

課

題

と

し

て

「

持

続

可

能

な

社

会

」

の

教

師

側

の

押

え

、

原

発

事

故

の

扱

い

が

挙

げ

ら

れ

た

。

　

次

に

、

パ

ナ

ソ

ニ

ッ

ク

株

式

会

社

エ

コ

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

ズ

社

の

布

谷

秀

嗣

氏

よ

り

、

太

陽

電

池

の

開

発

に

関

す

る

講

演

と

演

習

が

行

わ

れ

た

。

　

講

演

で

は

、

太

陽

電

池

の

概

要

、

分

光

特

性

、

Ｐ

型

Ｎ

型

の

半

導

体

に

つ

い

て

パ

ワ

ー

ポ

イ

ン

ト

で

図

解

し

た

資

料

を

わ

か

り

や

す

く

説

明

し

て

い

た

だ

い

た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

現

在

、

主

流

の

太

陽

光

パ

ネ

ル

の

性

能

十

四

%

程

度

で

あ

り

年

々

改

良

が

進

ん

で

い

る

と

の

こ

と

。

　

　

　

　

演

習

で

は

、

太

陽

電

池

の

特

性

実

験

と

し

て

、

実

験

１

「

光

量

と

温

度

特

性

」

実

験

２

「

太

陽

電

池

と

季

節

変

化

（

光

の

角

度

）

の

関

係

」

を

調

べ

た

。

　

太

陽

光

パ

ネ

ル

は

、

表

面

の

温

度

が

二

十

五

度

Ｃ

あ

た

り

が

最

も

効

率

が

良

く

、

そ

れ

よ

り

も

高

く

な

る

と

効

率

が

低

下

す

る

様

子

が

確

認

で

き

た

。

　

ま

た

、

太

陽

光

を

空

け

る

角

度

に

つ

い

て

も

、

垂

直

が

よ

く

、

傾

斜

す

る

と

効

率

が

さ

が

る

こ

と

を

確

認

し

た

。

日

本

で

は

、

緯

度

の

関

係

か

ら

三

十

度

～

三

十

五

度

の

角

度

で

設

置

さ

れ

て

い

る

と

の

説

明

が

あ

っ

た

。

　

講

演

と

演

習

を

基

に

太

陽

光

の

長

所

・

短

所

や

電

力

供

給

の

将

来

像

に

つ

い

て

討

議

が

な

さ

れ

た

。

そ

の

結

果

、

原

子

力

・

火

力

発

電

の

よ

う

な

大

き

な

発

電

所

を

作

る

に

は

広

大

な

敷

地

が

必

要

で

ま

た

天

候

に

左

右

さ

れ

や

す

い

な

ど

の

短

所

は

あ

る

も

の

の

、

炭

酸

ガ

ス

や

廃

棄

物

を

出

さ

な

い

ク

リ

ー

ン

な

エ

ネ

ル

ギ

ー

で

あ

る

長

所

を

生

か

す

た

め

の

技

出

開

発

、

た

と

え

ば

宇

宙

に

パ

ネ

ル

を

展

開

し

マ

イ

ク

ロ

波

で

地

上

に

送

電

す

る

な

ど

技

術

開

発

が

望

ま

れ

る

な

ど

の

意

見

が

出

さ

れ

た

。

最

後

に

、

パ

ナ

ソ

ニ

ッ

ク

さ

ん

か

ら

、

会

社

は

七

千

六

百

億

円

の

赤

字

で

は

あ

る

が

、

未

来

を

担

う

子

供

た

ち

へ

の

教

育

の

お

手

伝

い

は

大

切

で

あ

り

、

今

後

も

出

前

授

業

は

続

け

て

い

く

旨

の

お

話

が

あ

っ

た

。

　

平

成

二

十

五

年

五

月

十

八

日

（

土

）

十

三

時

ヨ

リ

、

ホ

テ

ル

ラ

イ

フ

ォ

ー

ト

札

幌

で

本

委

員

会

総

会

が

再

々

そ

れ

ま

す

。

み

な

さ

ま

の

ご

参

加

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

　

　

新

規

会

員

を

募

集

し

て

い

ま

す

。

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

環

境

問

題

に

興

味

の

あ

る

方

。

校

種

、

教

科

は

問

い

ま

せ

ん

。

ご

連

絡

を

く

だ

さ

い

。

　

勉

強

会

の

開

催

勉

強

会

の

開

催

勉

強

会

の

開

催

勉

強

会

の

開

催

勉

強

会

の

開

催

勉

強

会

の

開

催

勉

強

会

の

開

催

勉

強

会

の

開

催

勉

強

会

の

開

催

「

太

陽

光

発

電

に

つ

い

て

」

　

平

成

二

十

四

年

十

二

月

十

二

日

(

土

）

、

ホ

テ

ル

ラ

イ

フ

ォ

ー

ト

に

て

北

海

道

エ

ネ

ル

ギ

ー

環

境

教

育

研

究

委

員

会

の

勉

強

会

が

開

催

さ

れ

、

授

業

実

践

報

告

、

外

部

講

師

に

よ

る

太

陽

光

発

電

に

関

す

る

講

演

と

体

験

実

習

が

行

わ

れ

た

。

グ

ル

ー

プ

討

議

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内

平

成

二

十

五

年

度

総

会

の

ご

案

内
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新
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新
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新
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新
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新
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新
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新

規

会

員

募

集

中

新
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新
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新
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新
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新
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新
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新
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新
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新
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新
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新

規

会

員

募

集

中

新
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新

規

会

員

募

集

中

新
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新
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員

募
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高

校

２

年

生

の

物

理

の

授

業

選

択

者

を

対

象

と

す

る

「

放

射

線

と

原

子

力

」

の

授

業

公

開

が

実

施

さ

れ

た

。

物

理

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

の

手

法

を

と

り

、

自

分

た

ち

が

調

べ

た

内

容

を

画

用

紙

に

ま

と

め

、

順

番

に

発

表

し

た

。

そ

れ

ぞ

れ

の

班

は

イ

ギ

リ

ス

の

物

理

教

科

書

の

内

容

を

分

担

し

た

後

に

そ

の

他

の

文

献

を

活

用

し

て

、

自

分

た

ち

が

わ

か

っ

た

こ

と

や

仲

間

へ

の

問

い

か

け

を

行

っ

た

。

高

校

生

な

ら

で

は

の

視

点

で

物

事

を

捉

え

、

放

射

線

と

原

子

力

に

つ

い

て

向

き

あ

う

授

業

で

あ

っ

た

。

札

幌

北

高

校

で

授

業

実

践

交

流

札

幌

北

高

校

で

授

業

実

践

交

流

札

幌

北

高

校

で

授

業

実

践

交

流

札

幌

北

高

校

で

授

業

実

践

交

流

札

幌

北

高

校

で

授

業

実

践

交

流

札

幌

北

高

校

で

授

業

実

践

交

流

札

幌

北

高

校

で

授

業

実

践

交

流

札

幌

北

高

校

で

授

業

実

践

交

流

札

幌

北

高

校

で

授

業

実

践

交

流


